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随 想 

 

祭りについての感想 

 

 

楊 軍   

 

  日本に滞在している間、初対面の友達から「日本の生活にもう慣れました

か？」「納豆、お刺身、すしは口に合いますか？」「どこへ遊びに行きましたか？」

「日本の温泉、好きですか？」など暖かい言葉をかけられます。「日本のどうい

うところが好きですか？」との問いには、私はいつも「まつりです」と答えて

います。 

 本当に私は祭りが好きです。毎年夏に入る前に、祭りの情報がいっぱい入り

ます。私はいつも時間があれば、祭りを見学に行きます。飾りいっぱいの山車、

神輿、色とりどりの衣装、整斉画一のおどりの流れ、激しい音頭、さまざまな

屋台、心ときめく祭り。それは単にお祭り大騒ぎが好きだというだけでなく、

日本文化を身につけるチャンスだと思います。留学生として、せっかく日本に

きて、学問の習得のために、書斎に閉じこもってばかりが私の初心ではありま

せん。母国でも「万巻の本を読む、万里の道を歩く」ということわざがありま

す。学問はもちろん立身の元、見聞も貴重な体験です。やはり、ある地方へ行

って、その地方の風物をみて、特有の名物を食べて、人々と話し合って、観光

名所を尋ねて、これは文化交流の原点だと思います。私にとって、祭りは日本

文化とのひとつのふれあい広場です。 

 日本の友人の紹介によると、石川県能登半島には祭り博物館があるそうです。

全国各地の代表的な祭りの神輿、山車、大鼓、衣装など祭り用具を陳列してお

り、見ると予想以上にびっくりしますよと言われました。友人が見学した時、

館内のガイドさんに「日本全国の祭りは幾つありますか」とたずねたら、ガイ

ドさんは、平成の御大典を記念するために、神社本庁が二千五百人の調査員で、

五年かけて実施した「全国祭祀祭礼総合調査」によって、日本祭りの実数は約

三十万件に上ったといわれました。「日本は祭りの国、日本人は祭りが大好き」

は過言ではないでしょう。 

 なぜ日本は「祭りの国」なのか？最初、私はとても不思議に思いました。祭

りといえば、かなり大昔の宗教的雰囲気、敬神を目的としたイメージで、どう

して日本全国内、芸術祭、映画祭、学園祭からデパートの駅弁祭りなど催し物
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という意味の祭りを除いて、国家の祭りというと、宮中の祭り「神嘗祭」、「新

嘗祭」、「御魂祭り」等ありますし、各地の村、町の祭り、神をお迎えする、吉

凶を占う等様々な功能あり、数えられないほどです。また各家庭を中心にする

「お正月」、「ひな祭り」、「端午の節供」、「七夕」「盂蘭盆会」、「花見」「月見」「菊

の節供」、「地鎮祭」「上棟式」等まつり、年中行事もあります。さらに個人の誕

生から死ぬまで、一生の折目に行事「お宮参り」「七五三」「成人式」等あり、

日本人は祭りに埋もれて生活しているように感じられます。特に高度情報社会

といわれる２１世紀の現在、祭りが盛んなことはなかなか不思議な事です。 

 私は中国の南部出身ですが、私の知っている限り、中国では祭りはあまり盛

んではありません。本来の意味の祭りは、陜西省の中華民族の先祖軒えん黄帝

の祭礼、山東省曲阜孔子の祭礼、ほかに少数民族地区の祭り、多少古代の遺風

が残留しています。各家庭を中心に行う年中行事は、春節、端午の節供、月見

等あります。時代と共に変わってきて、祭りが衰微していくかもしれません。 

 「祭り」という文字は「月」(にくづき)、「又」と「示」の三つの部分から成

ります。「月」は肉で、「又」は右手で物を取ろうとする形です。つまり、手に

肉を持ち、これを供えて、神をまつる意であろうと言われます。「示」は、天か

ら日、月、星がいろいろの現象を表して、人間に吉凶を示し知らせる意味だと

言います。神に肉を供えて祭りをし、それによって、天から吉凶を知らせて貰

うということなのです。現在多い祭りは神に合わせるのではなく、自分たちの

お願い事を叶えてもらおうという欲求が強くありそうです。 

 日本人の意識構造の中、古来の信仰は自然祟拝、先祖祟拝であり、自然を神

聖なものとみなし、自然と調和するあり方を営んできた。この視点から見ると、

日本人はとりわけ祟拝してきたのが自然の要素、樹木だ。樹木は神の依り代と

信じられます、威力を持った神と波長を合わせ、一体化していくことをお願い、

結果として、神と人一体化し祭りの原点が生き残る事になりました。 

 祭りの「血湧き、肉踊る」の場面は一度見ると、一生も忘れられないでしょ

う。その陣列、その非日常的なまつりの空間、儀式、雰囲気によって、心のと

きめきだけではなく、一種の個人間のつながり、地域の活性化、人々集団化を

意識することができるでしょう。それは祭りが何時の時代にも、日本人の「心

のふるさと」といった存在でしょうか。この集団性、国民性のおかげで、二次

大戦後の日本は廃墟から驚異の復興をしました。この意味で、祭りはいつまで

も、日本人と共存し、復興のエネルギー源になるでしょう。 

 

（名古屋大学大学院医学系研究科学生） 


